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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□環境経営方針

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクルの向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．塗料や洗浄剤など化学物質の適正管理に努めます。

６ ．環境に配慮した工事に努めます。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

代表取締役 川尻 なおみ

2022年3月1日

　どこにも負けない高度な技術力でお客様の満足度の向上を追求し、本業である空調換気工
事を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みま
す。
　あらゆる環境の変化に柔軟な姿勢で対応し、万全な施工体制の徹底を図りお客様の信頼を
確保する様､従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

　　　　　　　　　　　　

制定日：

私ども中日本空調サービス㈱は、空調換気・給排水衛生・その他設備の設計・施工、管理及び

保守までの一貫したサービスを、お客様のニーズに沿ってご提案し、ご満足いただけますように

努力を続けております。

幸い多くの皆様方のご支援により、施工実績にも多大の評価をいただいていますことを心から

感謝申し上げます。

ひさしく取りざたされております地球温暖化が進む中、益々我々の空調業界における取り組み

の重要性を痛感しております。地球環境を守りつつ、いかに環境にやさしく省エネを図り皆様が

快適に生活できる様にする為に、ご相談・ご提案などスピーディーに対応出来る事をモットーに

これからも頑張って行く所存でおります。

今後も、設備のプロ集団として努力してまいりますので、一層のご指導ご鞭撻とご愛顧を賜り

ますよう心よりお願い申し上げます。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
中日本空調サービス株式会社
代表取締役　川尻 なおみ

（２） 所在地
本　　　社 愛知県刈谷市松栄町2丁目2-13
高浜事業所 愛知県高浜市小池町2丁目6-15

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 第2ｸﾞﾙｰﾌﾟ部長　 近藤 正樹 TEL：0566-23-3000
担当者 総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 北村 栞 TEL：0566-23-3000

（４） 事業内容
空調換気設備の設計･施工及び保守､管工事業

（５） 事業の規模

売上高 万円

従業員　　　　　名

延べ床面積　　　㎡

（６） 事業年度 5 月 1 日 ～ 4 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 中日本空調サービス株式会社
対象事業所： 本　　　社

高浜事業所
対象外： なし
活動： 空調換気設備の設計･施工及び保守､管工事業 サイト

第1種フロン回収事業所

□事業や製品（商品）の紹介

2022年4月14日

合計

16

80,000

本　　　社 高浜事業所

723.85247476.85

016

施工例の紹介

・吸収式冷凍機更新工事

・GHP空調設備更新工事

・生産用冷却塔設備設置工事

・熱排気ダクト工事

・局所排気設備設置工事

サービスの紹介

・熱源機器点検

・空調設備点検及び修理

・フロン漏えい点検

・冷暖房切替点検

・局所排気設備点検

・冷凍機薬品洗浄作業

主な事業の紹介

・空調換気設備設計施工

・冷凍冷蔵設備設計施工

・空調換気設備修理及び保守管理

・局所排気設備設計施工

・各種配管及びダクト設備工事

・冷媒ガス回収及び充填作業
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

全従業員

総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 第1ｸﾞﾙｰﾌﾟ 第2ｸﾞﾙｰﾌﾟ 高浜事業所

施工現場

代表取締役

2022年4月14日

環境委員会

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境活動実績の確認・評価

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

設 計 具体的に空調・衛生設備の実施設計図をCADで作成します。

設備設計のプロとして常に知識やアイデアが求められます。

営 業

見 積

施工管理

顧客との打ち合わせやソリューション提案、見積作成を行います。

日頃から顧客とのコミュニケーションを重ね、建物や用途から考えられる最適な空調プラ

ンを提案します。

協力業者の調整・指示を行い、品質管理・工程管理・作業員の安全管理など、全体

の統括として現場をコントロールします。

環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

t
t
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh ※中部電力ミライズの2020年調整後の係数を3ヶ年間使用します

※負荷の実績は工事現場を含みます

※化学物質の取り扱いは、極微量のため、SDSで適正に管理します

□環境経営目標及びその実績

○
○
-
○
○
○
-
○
✕
-
○
✕
○
✕
-
○
○
-

428 155

　一般廃棄物排出量

（目標） （実績）

0.30 0.075
8.82　産業廃棄物排出量 37.25

総排水量

上段：
下段：

2021年

0.379

2023年

10,563 12,080

-

375
-

31.1% 98%

49,791

97%

2022年

-

98%

47

（目標）

-

0.0110

372

-

-

-

114% 98%99%

99% 97%
-

38,855

1,014

97%

383 379
149
99%

㎥

36.13

2024年

（目標）

10.04

97%

47

0.0112

環境に配慮した工事の推進
行動目標（次項による）

基準年度比
1514月～6月

水道水の削減

119.9% 98%

0.0114 0.0113 0.0083

kg-CO2 40,057 39,657 10,285 39,256
基準年度比 - 99% 0%

1,0250

基準年度比 - 99% 90.3% 98% 97%
1,989 1,969 1,795 -4月～6月

評
価

0.075

47

通期
4～6月

廃棄物排出量

　　　　　　　　  　　　　年　度
　　　項　目

1,035

kg-CO2 51,331 50,817 12,080 50,304

原単位

灯油による二酸化炭素削減

ガソリンによる二酸化炭素削減

kg-CO2
4月～6月 0

1,046
0 0

4月～6月 8,575 8,489 10,285 -
基準年度比 -

kg-CO2/千円

項　目 2021年 2021年4月～6月 2022年4月～6月

二酸化炭素総排出量 51,331

kg-CO2電力による二酸化炭素削減 10,228 10,125 1,795
（基準値)

10,023 9,921

産業廃棄物の削減

基準年度比 -

ｔ 37.25
4月～6月 8.82

4月～6月 10,563 10,458 12,080 - -
上記二酸化炭素排出量合計

36.88 10.04 36.51
8.73 10.04

6



□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

合計 4～6月

2021年 26,986 5,247

2022年 4,737 4,737

取組紹介欄

合計 4～6月

2021年 420 0

2022年 0 0

140 80 1200 80

1,554 2,696
3月2月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3月9月 10月 11月 12月

暖房用のﾌｧﾝﾋｰﾀｰ燃料として冬季のみ使用の為､今回検証は出
来ないが､電力同様に新社屋になった事により使用量の削減が
出来ると考えています｡

2,696

取り組み計画

○
原単位目標 ○

2,438

･作業･業務の見直しによる効率化 △

前年の旧事務所と比較して
･冷房の性能が上がり空調効率が向上
･センサー照明により消灯忘れが減った
･昼間は窓からの採光で明るく、点灯が必要な箇所が減った
ことにより、使用量が減ったと思われる
今後も無駄な電力消費がないよう不要照明の消灯や業務効率
化を進める

達成状況

電力による二酸化炭素削減

･働き方見直しによる残業時間の短縮

10月
2,623 2,163

･空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

･不要照明の消灯 ○

2,812

△

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

数値目標 ○

1,639
9月8月

2,132 1,481 1,634
1,534

数値目標 ○

8月

･ファンヒーターの温度管理

5月

1,812

6月 7月
0 0 0

1月5月4月 12月7月6月 11月

達成状況

0 0

灯油による二酸化炭素削減

4月

取組結果とその評価

1月 2月

○
･働き方改革で残業の短縮 ○

0

1,391
3,304

800

00

0

50

100

150

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

灯油（L） 2021年 2022年

0

2,000

4,000

電力（kwh） 2021年 2022年
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合計 4～6月

2021年 17,266 3,696

2022年 4,433 4,433

合計 4～6月

2021年 300 75

2022年 75 75

合計 4～6月

2021年 37.25 8.82

2022年 10.04 10.040.000.00

4.68

25

0.00

2.08

0.00

2.08
10月 12月

2.08 1.25
1月

10月

廃棄のタイミングによるものでほぼ例年通りと思われる（収
集月1回ペース）
少しでも廃棄量の削減に繋がるよう端材の有効利用等見直し､
作業ミスによる廃棄量の削減に努めていきます｡

1月 2月 3月9月

11月9月

25 25

0.00

3月

25 25 25 25

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5.93 2.21
2月

0.00 0.00

1,3661,513 1,466 1,481 1,447
10月9月 11月 12月 1月 2月 3月

1,290 1,708

取組結果とその評価、次年度の取組内容

前年と比較して
･人員増加､現場へ行く機会が増えたことにより、給油量が増
加した｡
売上増に伴う増加ではないが､今後もｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ及びｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽ
ﾄｯﾌﾟの励行をして行く｡

5月 6月

数値目標

取組結果とその評価、次年度の取組内容

分別の徹底やｺﾋﾟｰ用紙の裏面再利用の取組みの励行が出来た｡
今度持込みｺﾞﾐや帳票のﾃﾞｰﾀｰ化など印刷物の削減に努め推進
していきます｡

･効率的なルートで営業活動

4月

1,607

･作業ミスによる廃棄量の削減 ×
･素材別ボックスの設置 ×
･端材の有効利用 △

25 25
25

✕
達成状況

25

✕

△

25

7月
25 25 25

11月 12月

･分別の徹底

4月 5月 6月

･帳票見直しによる印刷物の削減 △
･コピー用紙の裏面再利用

8月

･持込ごみの見直し △

6月 7月 8月

達成状況

✕
ガソリンによる二酸化炭素削減

1,390 786 1,520 1,634

1,133 1,693

2.34
7月

△
･アイドリングストップ

2.34 2.34 3.57
8月

4.14

4.42 2.08 3.54 0.00 0.00

産業廃棄物の削減

達成状況

数値目標

･エリア別営業活動の見直し △
･エコドライブ △

4月 5月
1,665

○

一般廃棄物の削減

△
数値目標

0

500

1,000

1,500

2,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ガソリン（L） 2021年 2022年

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

産業廃棄物（t） 2021年 2022年

0

10

20

30

一般廃棄物（kg）

2021年 2022年
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合計 4～6月

2021年 383 151

2022年 47 47

取組紹介欄

2月
78 0 73

6月 7月
0

10月
8089 0 0 23

23 0 24

△

達成状況

1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11月

旧事務所では水栓の締め忘れや配管からの漏れがあったため
検針値が異常に高く、新事務所では改善され大幅に減少
自動水栓のためこれ以上の増減は見込めないが、引き続き雨
水の利用や清掃時の工夫（使用分だけバケツに汲むなど）で
無駄遣いを減らす様に努めます｡

9月

･工事の効率化 △
①作業工程の見える化

○
･節水シールの貼り付けとポスター掲示

数値目標

･トイレに擬音装置取り付け ○

○

･自動水栓取り付け
○

40
12月

0

②作業ミスの見える化

･雨水の利用 ×

△
（毎週の工程会議でフォロー） ○

客先に配慮した施工は顧客クレームも無く遂行出来てはいま
すが､作業ミスの防止については改善余地が十分に有ると考
え､施工図精度の向上や作業手順など効率化を図り推進してい
きます｡

取組結果とその評価、次年度の取組内容環境に配慮した工事の推進

3月4月 5月
0

8月

水道水の削減 達成状況

0

20

40

60

80

100

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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□各事業所の取組紹介

＜本社＞

コロナが少し落ち着いた6月、3年振りに弊社協力会主催の安全大会が開催されました。

前回までは旧事務所で集まれるスペースが無く、毎回外部の会場を借りていましたが、

新事務所の2Fに会議室を設け、会議や講習などを自社内で開催できるようにしました。

事前準備の手間が減り、会場代の削減にも繋がりました。

今回は夏季工事前の大会ということで熱中症に関するビデオを視聴し、

熱中症の怖さと防止対策の重要性を共有しました。

＜高浜事業所＞

ダクト洗浄の様子です。薬品も使用するため、水を溜めた舟の中で作業します。

廃水はそのまま流せませんので作業後ポリタンクに詰め替え、処理業者へ持ち込みます。

環境汚染防止はもちろんのこと、使う分だけ水を溜めるので節水にも繋がっています。

分別を徹底しています

電気・空調のスイッチは

最終退室者が確認しています

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

危険物の保管（指定数量0.2未満だが保管方法、管理方法を遵守）
フロン排出抑制法

環境管理、品質管理　
フロン回収業者登録、業務用空調機･冷凍庫･冷蔵庫等簡易点検記録と記録の保存

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項

消防法（危険物）

建設リサイクル法

下水道法

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出等の管理

排水基準の順守
再資源化・再生資源の等実施義務
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生 使用した手順書　EA21-11-02　火災対応
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書通りに訓練が出来た｡ 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

2022年7月30日

参加者社員 6名

5月30日 高浜事業所

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

  本格的に取組を開始した以降､電力及び水道水削減等は新社屋設立に伴い一定の削減目標に達している月が
多く取組みの成果が出ていますが､一方では､自動車燃料や産業廃棄物の削減は未達成の月が多く取組の浸透が
出来ていないと思われますので､今後､アイドリングストップの徹底や廃材等端材の再利用､リサイクルへの分
別の徹底を図り削減に努めていきます｡
カーボンニュートラルやＳＤＧsへの取組が社会的課題となっていることを踏まえ､エコアクション２１を活用
し､さまざまな環境改善､作業環境改善､地域貢献などの課題解決に取組み､全社員で協力し推進していきます｡
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